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自己紹介  青森県弘前市出身。２つの民間会社を経て、愛知県 

春日井市の小学校教員を２６年務める。定年退職後、 

地域社会の中で子どもから大人まで地球温暖化など 

の様々な環境問題の解決に向けて、積極的に普及啓 

発活動に関わっている。 

 

１、 ストップ温暖化教室          ４、プロジェク・ワイルド 

  愛知県が行っている小学生を対象の「スト   プロジェクト・ワイルドとは自然や環境の 

ップ温暖化教室」を実施した。地球温暖化の  ために行動できる人を育成するために野生動 

仕組みや影響を考え、実験やビンゴを取り入  物を題材にして環境を考える環境教育プログラ 

れた分かりやすい学習を実践した。子ども達  ムである。少年自然の家で行われる野外学習 

に地球温暖化を防止するためにエコな目標を  で５年生を対象に毎年、講師として授業を行っ 

立ててもらい、続けていくことの大切さを伝  ている。  

えた。１５年間で４３校の出前授業を担当し 

た。               

                      

２、 エコ先案内人             ５、自然観察会 

 平成２２年から月１回、春日井市クリーン   「自然に親しみ、自然から学び、自然を守る」 

センター・エコメッセで「エコ先案内人」と  をモットーに少年自然の家築水の森や愛知県 

して活動している。ごみの減量、リサイクル、 内のフイールドで観察会の講師をしている。 

家庭でのエコ生活などについて、親子を対象  子ども達が自然に触れ、自然の楽しさや不思議 

に紙芝居やエコクイズ、エコ工作を通して楽  さ、おもしろさを感じてくれることを願う。 

しく案内している。                

 

３、親子夏休み環境講座            

 平成２１年から春日井市エコメッセ事業と 

して当所で夏休み親子環境講座を開いている。    

「メダカを通して自然を考えよう」「エコ・パ  

―テイにようこそ」などのテーマで行っている。  

 

 

６、ＮＰＯ法人愛知環境カウンセラー協会 

  三河湾環境再生ワークショップ、三河湾大 

感謝祭、環境デーなごや、ＥＳＤユネスコ世界 

会議での交流フェスタなどのブース出展や

様々な事業の受託時にはスタッフとして準備

段階から企画運営に積極的に関わった。                                            

今後に向けて 

 専門知識をしっかり身につけ、伝えるための技術を一層高める。自己研さんに努め、環境カウン

セラーを大いにＰＲしながら、ライフワークとしてこれからも普及啓発活動を続けていきたい。 


